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1 「何度も 聞くより 一ど 見る ほうが よく わかる」という 意味の ことわざは?

ア 百 聞は 一見に しかず イぜんは いそげ ウころばぬ 先の つえ

エあたま かくして しり かくさず こたえ 

2 「かっぱの 川ながれ」の 意味に いちばん 近いのは?

ア 川は あぶない イ 水あそびは たのしい ウかっぱは およげない

エめいじんでも しっぱいする ことが ある こたえ 

3 「犬と さるの なか」は どんな なかの こと?

アとても なかが よい こと イとても なかが わるい こと ウ 大の なかよし

エどうでも よい なか こたえ 

4 「石の上にも 三年」の 意味に いちばん 近いのは?

ア石は とても かたい イ石の 上は つめたい ウがまんして つづければ いつか むくわれる

エ 三年 たてば わすれる こたえ 

5 「二兎を おう者は 一兎をも (　)」。(　)に 入る ことばは?

アかう イえる ウえず エにがす こたえ 

6 「念には (　)を 入れよ」。よく たしかめよ、の 意味。(　)は?

ア 気 イ 力 ウ 念 エ 手 こたえ 

7 「せんりの 道も (　)から」。(　)に 入る ことばは?

ア 十 歩 イ 近道 ウおわり エ 一歩 こたえ 

8 「大きな ことも さいしょの 一歩から はじまる」という 意味の ことわざは?

アころばぬ 先の つえ イ 百 聞は 一見に しかず ウせんりの 道も 一歩から

エ 一を 聞いて 十を 知る こたえ 
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9 「とても なかが わるい」という 意味の ことわざは?

アちりも つもれば 山と なる イ 三日 ぼうず ウあたま かくして しり かくさず

エ 犬と さるの なか こたえ 

10 「うまの耳に (　)」。いくら 言っても ききめが ない こと。(　)は?

アえさ イねんぶつ ウおと エみず こたえ 

11 「うその つもりが ほんとうに なる」という 意味の ことわざは?

ア雨 降って 地かたまる イいの中の かわず 大海を しらず ウちりも つもれば 山と なる

エうそから 出た まこと こたえ 

12 「たつ鳥 (　)を にごさず」。立ち去る ときは あとを きれいに する。(　)は?

アみず イそら ウまえ エあと こたえ 

13 「時間は お金と 同じくらい 大切だ」という 意味の ことわざは?

アたなから ぼたもち イいの中の かわず 大海を しらず ウ 時は 金なり

エあたま かくして しり かくさず こたえ 

14 「子は おやに にる」という 意味の ことわざは?

アごうに いっては ごうに したがえ イかえるの子は かえる ウさるも 木から おちる

エころばぬ 先の つえ こたえ 

15 「犬も 歩けば (　)に あたる」。何か すれば 思わぬ ことに 出あう。(　)は?

アほね イみず ウぼう エとり こたえ 

16 「七ころび (　)おき」。何度 しっぱいしても 立ち上がる こと。(　)に 入る 数は?

ア 八 イ 十 ウ 五 エ 三 こたえ 

17 「よくばると どちらも 手に 入らない」という 意味の ことわざは?

ア 百 聞は 一見に しかず イたつ鳥 あとを にごさず ウ 二兎を おう者は 一兎をも えず

エ 一を 聞いて 十を 知る こたえ 
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18 「その 土地の やり方に あわせる」という 意味の ことわざは?

アいそがば まわれ イあたま かくして しり かくさず ウねこに こばん

エごうに いっては ごうに したがえ こたえ 

19 「おさない ときの くせは なかなか なおらない」という 意味の ことわざは?

ア 花より だんご イいの中の かわず 大海を しらず ウ 百 聞は 一見に しかず

エすずめ百まで おどり わすれず こたえ 

20 「なきっつらに (　)」。わるい ことが かさなる こと。(　)は?

アゆき イあめ ウかぜ エはち こたえ 
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こたえ　しょう3 こくご「ことわざ」 その3

1  ア 百聞は 一見に しかず

2  エ めいじんでも しっぱいする ことが ある

3  イ とても なかが わるい こと

4  ウ がまんして つづければ いつか むくわれる

5  ウ えず

6  ウ 念

7  エ 一歩

8  ウ せんりの 道も 一歩から

9  エ 犬と さるの なか

10  イ ねんぶつ

11  エ うそから 出た まこと

12  エ あと

13  ウ 時は 金なり

14  イ かえるの子は かえる

15  ウ ぼう

16  ア 八

17  ウ 二兎を おう者は 一兎をも えず

18  エ ごうに いっては ごうに したがえ

19  エ すずめ百まで おどり わすれず

20  エ はち


